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基
地
の
な
い
沖
縄
へ

〝島ぐるみ〞のたたかい発展〝島ぐるみ〞のたたかい発展
連帯広がり、県内外から支援相次ぐ

新基地建設のために辺野古沖に設置されたオイルフェンス。大型浮具（フロート）に
沿って張られている。奥に見えるのがキャンプ・シュワブ　　　　　　　　　　　　

住宅密集地にある普天間基地。　
MV22オスプレイが待機している

名護市・大浦湾でガイドの与儀さん（右）から
話を聞く新聞部のメンバー　　　　　　　　　

　沖縄の民意を無視し、安倍政権
が名護市辺野古への新基地建設を
強権的に進めるなか、翁長雄志県
知事を先頭にした「島ぐるみ」の
たたかいは新たな展開を迎えてい
る。沖縄県保険医協会の仲里尚実
会長と沖縄県平和委員会の与儀喜
一郎さんに案内してもらい、新基
地建設をめぐる県民のたたかいの
現状を取材した。

　

辺
野
古
地
区
の
海
岸
か
ら

山
間
部
の
大
部
分
を
占
め
る

海
兵
隊
基
地
キ
ャ
ン
プ
・
シ

ュ
ワ
ブ
。
基
地
に
接
す
る
海

岸
に
は
白
い
砂
浜
と
エ
メ
ラ

ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海
が
広
が

っ
て
い
る
。
米
軍
フ
ェ
ン
ス

に
分
断
さ
れ
た
浜
辺
の
沖
合

い
で
貴
重
な
サ
ン
ゴ
を
破
壊

し
な
が
ら
、
工
事
が
進
む
。

追
い
詰
め
ら
れ
た

追
い
詰
め
ら
れ
た

結
果
の
工
事
強
行

結
果
の
工
事
強
行

　

林
芳
正
農
水
相
は
３
月
、

翁
長
知
事
が
防
衛
局
に
出
し

た
海
底
作
業
の
差
し
止
め
指

示
を
事
実
上
、〝
無
効
〞
と

す
る
決
定
を
下
し
た
。
防
衛

局
が
不
服
審
査
で
知
事
の
指

示
の
執
行
停
止
を
求
め
て
い

た
も
の
だ
。
も
と
も
と
住
民

が
国
や
自
治
体
の
行
政
措
置

に
対
し
行
う
「
不
服
審
査
」

を
国
が
県
に
行
う
異
例
の
事

態
だ
。

　

「
作
業
ヤ
ー
ド
」
の
受
け

入
れ
を
名
護
市
に
拒
否
さ
れ

た
防
衛
省
は
、
許
可
の
な
い

仮
設
桟
橋
の
設
置
を
強
行
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
政
府
の

強
権
的
な
や
り
方
は
、
世
論

に
追
い
詰
め
ら
れ
た
結
果
に

他
な
ら
な
い
。

　

そ
の
後
も
翁
長
県
知
事

は
、
新
基
地
建
設
の
た
め
防

衛
局
が
県
に
提
出
し
た
協
議

文
書
を
取
り
下
げ
る
よ
う
要

求
す
る
な
ど
、
基
地
反
対
の

固
い
決
意
を
表
明
し
続
け
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
政
府
は

実
施
中
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

な
ど
の
工
事
を
一
時
中
止
す

る
方
針
を
８
月
４
日
に
発
表

し
た
。
民
意
に
よ
っ
て
誕
生

し
た
県
知
事
や
名
護
市
長

が
、
世
論
を
背
景
に
そ
の
権

限
を
発
揮
し
だ
し
た
こ
と
の

表
れ
だ
。

県
民
の
声
を
代
弁

県
民
の
声
を
代
弁

す
る
知
事
に
共
感

す
る
知
事
に
共
感

　

菅
・
翁
長
会
談
、安
倍
首
相

と
の
会
談（
４
月
）で
の
翁
長

知
事
の
発
言
と
態
度
は
県
民

を
大
き
く
励
ま
し
て
い
る
。

　

安
倍
首
相
と
の
会
談
で
翁

長
知
事
は
、
仲
井
眞
前
知
事

の
埋
め
立
て
承
認
を
楯
に
辺

野
古
移
設
を
進
め
る
政
府
に

対
し
、
名
護
市
長
選
、
県
知

事
選
、
衆
院
選
の
す
べ
て
の

選
挙
で
新
基
地
反
対
の
民
意

が
示
さ
れ
た
と
強
調
。「
沖

縄
は
自
ら
基
地
を
提
供
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」「
み

ず
か
ら
土
地
を
う
ば
っ
て
お

き
な
が
ら
、
老
朽
化
し
た
か

ら
、
世
界
一
危
険
だ
か
ら
、

沖
縄
が
負
担
し
ろ
、
い
や
な

ら
代
替
案
を
出
せ
と
い
う
、

こ
ん
な
理
不
尽
な
こ
と
は
な

い
」
と
力
強
く
訴
え
、
県
民

の
幅
広
い
共
感
を
得
た
。

「
オ
ー
ル
沖
縄
」の

「
オ
ー
ル
沖
縄
」の

新
た
な
発
展

新
た
な
発
展

　

キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
前

で
の
座
り
込
み
は
、
７
月
で

１
年
を
迎
え
た
。
海
上
で
の

抗
議
行
動
も
続
い
て
い
る
。

自
身
も
運
動
に
加
わ
っ
て
い

Ｑ　

普
天
間
飛
行
場
は
田
ん
ぼ
だ
っ
た
？

Ａ　

戦
前
は
９
０
０
０
人
以
上
が
生
活

　

作
家
の
百
田
尚
樹
氏
が
「
田
ん
ぼ
で
何
も
な
か
っ

た
」
と
す
る
米
軍
普
天
間
飛
行
場
が
建
設
さ
れ
た
場
所

は
、
戦
前
に
は
宜
野
湾
村
の
集
落
が
広
が
り
、
９
０
０

０
人
以
上
が
生
活
を
営
ん
で
い
た
。
飛
行
場
の
中
心
部

に
は
、
か
つ
て
宜
野
湾
並
松
と
呼
ば
れ
た
街
道
が
走

り
、
周
り
に
は
宜
野
湾
村
役
場
や
宜
野
湾
国
民
学
校
が

あ
っ
た
。

　

飛
行
場
は
１
９
４
５
年
６
月
、
住
民
が
収
容
所
に
入

れ
ら
れ
て
い
る
う
ち
に
米
軍
が
土
地
を
占
領
し
、
建
設

を
強
行
。
住
民
は
10
月
以
降
に
解
放
さ
れ
た
が
、
元
の

集
落
に
戻
れ
ず
、
米
軍
に
割
り
当
て
ら
れ
た
飛
行
場
周

辺
の
土
地
で
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

Ｑ　

軍
用
地
主
の
年
収
は
何
千
万
円
？

Ａ　

地
主
の
75
％
は
２
０
０
万
円
未
満

　

「
基
地
の
地
主
の
年
収
は
数
千
万
円
」
と
の
言
説
が

聞
か
れ
る
が
、
実
際
に
は
地
主
の
75
％
は
２
０
０
万
円

未
満
の
軍
用
地
料
し
か
得
て
い
な
い
。
沖
縄
防
衛
局
の

資
料
で
は
地
主
４
万
３
０
２
５
人
の
う
ち
、
１
０
０
万

円
未
満
が
54
・
２
％
、
次
い
で
１
０
０
万
〜
２
０
０
万

円
未
満
が
20
・
８
％
を
占
め
て
い
る
。

　

防
衛
局
の
統
計
資
料
に
は
「
１
０
０
０
万
円
」
の
区

分
は
な
く
、
最
高
位
の
「
５
０
０
万
円
以
上
」
で
み
て

も
全
体
の
わ
ず
か
７
・
９
％
に
過
ぎ
な
い
。

Ｑ　

沖
縄
は
国
か
ら
厚
遇
を
受
け
て
い
る
？

Ａ　

全
国
的
に
み
て
も
突
出
し
て
い
な
い

　

予
算
面
で
国
か
ら
「
厚
遇
」
を
受
け
て
い
る
と
の
見

方
が
あ
る
が
、
全
国
の
自
治
体
と
比
較
す
る
と
、
人
口

一
人
当
た
り
の
国
庫
支
出
金
は
全
国
４
位
（
総
額
で
は

14
位
）、
地
方
交
付
税
は
９
位
（
同
19
位
）、
両
者
を
合

計
し
て
も
９
位
（
同
17
位
）
に
な
っ
て
い
る
。

　

国
か
ら
の
財
政
措
置
の
金
額
は
、
一
人
当
た
り
で

も
、
総
額
で
も
、
一
度
も
全
国
１
位
に
な
っ
た
こ
と
は

な
く
、
沖
縄
だ
け
が
「
特
別
扱
い
」
を
受
け
て
い
る
と

い
う
状
況
に
は
な
い
。

る
与
儀
さ
ん
は
、「
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
に
抗
議
し
、
基
地

建
設
を
止
め
さ
せ
よ
う
と
、

県
内
外
か
ら
連
日
、
多
く
の

人
が
支
援
に
訪
れ
て
い
る
。

特
徴
的
な
の
は
若
い
人
が
増

え
て
い
る
こ
と
だ
。
運
動
の

広
が
り
を
実
感
し
て
い
る
」

と
話
す
。

　

自
治
体
ぐ
る
み
の
運
動
も

広
が
り
を
見
せ
、
自
治
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
青
年

団
協
議
会
な
ど
が
共
同
代
表

を
務
め
る
幅
広
い
「
県
民
会

議
」
が
４
市
４
町
１
村
で
結

成
さ
れ
て
い
る
。

　

い
ま
こ
そ
、
知
事
を
先
頭

に
し
た
「
基
地
の
な
い
沖

縄
」、
新
基
地
建
設
反
対
、

普
天
間
基
地
の
閉
鎖
撤
去
の

た
た
か
い
に
全
国
が
連
帯

し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

基
地
問
題

基
地
問
題
ＱＱ
＆＆
ＡＡ

戦
後
70
年

沖
縄
の

 

今
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基
地
の
な
い
沖
縄
へ辺野古の海岸にある

座り込みテント前で

上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

米
軍
の
圧
制
と
た
た
か
っ

た
政
治
家
の
故
・
瀬
長
亀
次

郎
氏
は
「
弾
圧
は
抵
抗
を
呼

び
、
抵
抗
は
友
を
呼
ぶ
」
と

語
っ
た
。
い
ま
、
普
天
間
基

地
撤
去
・
辺
野
古
新
基
地
建

設
反
対
の
声
と
運
動
は
、

〝
オ
ー
ル
沖
縄
〞
を
超
え
て

〝
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
〞
に
発

展
し
つ
つ
あ
る
。

　

今
、
改
め
て
全
国
に
訴
え

た
い
。
１
日
だ
け
、
い
や
１

時
間
だ
け
で
も
機
会
を
見
つ

け
て
辺
野
古
を
見
に
来
て
ほ

し
い
。
最
前
線
に
立
つ
と
い

う
こ
と
は
、
立
ち
た
く
て
も

立
て
な
い
人
々
を
も
励
ま

す
。
そ
し
て
世
論
が
動
き
、

政
治
を
動
か
す
も
の
だ
か

ら
。

保
と
対
峙
し
て
い
る
。
４
月

に
創
設
さ
れ
た
「
辺
野
古
基

金
」
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
の

う
ち
、
７
割
が
県
外
か
ら
届

け
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
辺

野
古
反
対
の
声
は
県
内
で
は

80
％
近
く
に
達
し
、
全
国
で

も
反
対
が
賛
成
を
10
％
程
度

き
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い

が
、
後
に
国
を
動
か
す
力
の

源
と
な
っ
た
。
辺
野
古
で
抗

議
す
る
市
民
の
姿
が
ま
さ
に

そ
れ
だ
。＊　

　
　

＊

た
た
か
い
に
な
っ
て
い
る
。

　

強
行
的
に
進
め
る
政
府
権

力
を
前
に
、「
何
も
変
わ
ら

な
い
よ
」
と
言
う
人
も
多

い
。
県
民
で
も
１
０
０
％
団

結
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
ガ
ン
ジ
ー
や
キ
ン
グ
牧

師
も
最
初
か
ら
影
響
力
が
大

村
首
長
が
署
名
し
、
そ
の
実

現
を
求
め
て
組
織
・
政
党
・

個
人
が
結
集
し
て
い
る
。
地

元
の
観
光
業
大
手
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ

が
「
基
地
は
沖
縄
経
済
発
展

の
最
大
の
阻
害
要
因
」
と
断

じ
る
な
ど
、〝
島
ぐ
る
み
〞
の

知
事
が
誕
生
し
、
従
来
の
保

守
・
革
新
陣
営
の
枠
を
超

え
、「
基
地
ノ
ー
」
の
連
帯

が
広
が
っ
て
い
る
。

　

普
天
間
基
地
の
撤
去
と
県

内
移
設
反
対
、
基
地
負
担
軽

減
を
求
め
た
「
沖
縄
建
白

書
」
に
は
、
県
内
41
全
市
町

と
隊
員
を
海
に
、
民
間
警
備

会
社
と
県
警
機
動
隊
員
を
ゲ

ー
ト
前
に
そ
れ
ぞ
れ
配
備

し
、
抗
議
す
る
市
民
を
強
制

排
除
し
な
が
ら
作
業
を
強
行

し
て
い
る
。
し
か
し
、
昨
年

11
月
の
県
知
事
選
で
翁
長
新

設
反
対
の
運
動
を
力
に
、
72

年
の
〝
日
本
復
帰
〞
時
に
県

民
が
望
ん
だ
「
基
地
の
な
い

沖
縄
」
の
実
現
へ
道
筋
を
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

＊　
　
　

＊

　

政
府
は
海
上
保
安
庁
の
船

民
の
人
権
は
こ
と
ご
と
く
無

視
さ
れ
た
沖
縄
の
歩
み
を
振

り
返
れ
ば
、
普
天
間
基
地
撤

去
の
要
求
は

〝
さ
さ
や
か
な

要
求
〞
に
過
ぎ

な
い
。
普
天
間

基
地
撤
去
・
辺

野
古
新
基
地
建

　

辺
野
古
に
は

全
国
か
ら
多
く

の
支
援
者
が
駆

け
つ
け
、
座
り

込
み
や
カ
ヌ
ー

で
機
動
隊
や
海

　

戦
後
70
年
を
経
て
も
在
日

米
軍
専
用
基
地
面
積
の
74
％

が
沖
縄
に
押
し
付
け
ら
れ
て

い
る
。
那
覇
空
港
か
ら
国
道

58
号
線
を
北
上
す
る
と
、
そ

の
異
常
さ
が
よ
く
分
か
る
。

基
地
の
フ
ェ
ン
ス
が
右
、左
、

両
側
と
１
時
間
以
上
延
々
と

続
く
。
こ
ん
な
光
景
は
沖
縄

以
外
に
ど
こ
に
も
な
い
。

　

何
事
も
軍
事
優
先
で
、
県

　

今
回
の
取
材
で
は
、
沖
縄

県
保
険
医
協
会
の
仲
里
尚
実

会
長
と
沖
縄
県
平
和
委
員
会

の
与
儀
喜
一
郎
さ
ん
の
案
内

の
下
、
名
護
市
の
辺
野
古
新

基
地
建
設
現
場
と
宜
野
湾
市

の
普
天
間
基
地
を
訪
れ
た
。

　

車
中
や
現
地
で
は
両
人
の

説
明
を
受
け
、
辺
野
古
の
海

岸
を
米
軍
が
占
拠
し
て
い
る

現
状
を
知
っ
た
。
す
ご
く
熱

意
を
も
っ
て
話
さ
れ
る
の

で
、
理
解
し
や
す
か
っ
た
。

普
天
間
基
地
は
米
軍
の
一
方

的
な
占
領
だ
が
、
今
後
、
辺

野
古
へ
の
移
設
を
承
認
し
た

ら
基
地
を
認
め
た
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
。
絶
対
に
反
対

し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う

意
義
を
強
く
感
じ
た
。

　

宿
泊
先
の
那
覇
市
内
で

は
、
首
里
城
や
国
際
通
り
と

い
っ
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
歩

い
た
。
街
中
で
沖
縄
が
歩
ん

で
き
た
歴
史
を
見
つ
め
る
に

は
、少
し
想
像
力
が
必
要
だ
。

　

立
ち
止
ま
っ
て
目
を
閉

じ
、
耳
を
澄
ま
す
。
沖
縄
戦

で
焦
土
と
化
し
た
街
。
銃
剣

と
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
奪
わ
れ

た
土
地
。
夜
空
を
つ
ん
ざ
く

戦
闘
機
。
そ
し
て
、
米
兵
に

よ
る
被
害
…
…
。
突
き
抜
け

る
よ
う
な
青
い
空
の
下
で
、

数
々
の
苦
難
が
強
い
ら
れ
て

き
た
。

　

こ
の
事
実
に
向
き
合
い
た

い
。「
基
地
建
設
ノ
ー
」
の

１
９
９
５
年
９
月　

米
兵
に
よ
る
少
女
暴
行
事
件

同
10
月　

沖
縄
県
民
総
決
起
大
会
に
８
万
５
千
人

96
年
４
月　

日
米
両
政
府
、
普
天
間
基
地
全
面
返
還

（
５
〜
７
年
以
内
）
に
合
意

同
12
月　

Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
（
沖
縄
に
関
す
る
特
別
行
動
委
員

会
）
最
終
報
告
で
代
替
基
地
建
設
を
条
件
と
し
た

普
天
間
基
地
返
還
を
合
意

２
０
０
４
年
８
月　

米
軍
ヘ
リ
が
普
天
間
基
地
に
隣
接

す
る
沖
縄
国
際
大
学
に
墜
落

06
年
５
月　

日
米
両
政
府
、
在
日
米
軍
再
編
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
に
合
意
。
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
沿
岸
部
へ

の
新
基
地
（
Ｖ
字
滑
走
路
）
建
設
を
盛
り
込
む

09
年
９
月　

民
主
党
・
鳩
山
内
閣
発
足
。
総
選
挙
で
普

天
間
基
地
の
「
国
外
・
県
外
移
設
」
を
公
約

10
年
１
月　

名
護
市
長
選
で
新
基
地
反
対
の
稲
嶺
進
氏

が
当
選

同
４
月　

普
天
間
基
地
早
期
閉
鎖
・
返
還
と
県
内
移
設

反
対
の
沖
縄
県
民
大
会
に
９
万
人

同
５
月　

日
米
両
政
府
、
普
天
間
基
地
の
「
移
設
」
先

を
「
辺
野
古
」
と
共
同
発
表

同
11
月　

沖
縄
県
知
事
選
で
仲
井
眞
氏
当
選
。「
移

設
」
先
は
「
県
内
に
は
な
い
」
と
訴
え

12
年
12
月　

総
選
挙
で
民
主
党
が
敗
北
。
第
２
次
安
倍

内
閣
発
足

13
年
１
月　

沖
縄
県
内
全
41
市
町
村
の
首
長
、
議
会
議

長
、
県
議
ら
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
代
表
が
安
倍
首

相
に
対
し
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
即
時
撤
回
と
米

軍
普
天
間
基
地
の
閉
鎖
・
撤
去
、
県
内
移
設
断
念

を
求
め
る
建
白
書
を
提
出

同
12
月　

安
倍
首
相
は
「
沖
縄
振
興
策
」
で
仲
井
眞
知

事
に
新
基
地
建
設
の
た
め
の
埋
め
立
て
を
承
認
さ

せ
る

14
年
１
月　

名
護
市
長
選
で
、
新
基
地
建
設
反
対
の
現

職
・
稲
嶺
氏
が
基
地
建
設
推
進
派
に
圧
勝

同
７
月　

安
倍
内
閣
が
集
団
的
自
衛
権
を
閣
議
決
定

同
８
月　

防
衛
省
、
辺
野
古
沖
で
海
底
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
を
強
行

同
11
月　

沖
縄
知
事
選
で
新
基
地
反
対
を
訴
え
た
翁
長

雄
志
氏
が
現
職
の
仲
井
眞
氏
に
圧
勝

同
12
月　

総
選
挙
、
沖
縄
の
全
小
選
挙
区
で
新
基
地
建

設
反
対
の
候
補
が
当
選

15
年
３
月　

翁
長
知
事
、
新
基
地
建
設
工
事
の
停
止
を

防
衛
局
に
指
示
。
林
芳
正
農
水
相
が
指
示
の
効
力

を
停
止

同
４
月　

翁
長
知
事
が
菅
官
房
長
官
と
安
倍
首
相
と
会

談
。
新
基
地
建
設
撤
回
を
要
請

運
動
は
今
、
安
保

法
案
ノ
ー
の
動
き

と
あ
い
ま
っ
て
、

大
き
な
う
ね
り
と

な
り
つ
つ
あ
る
。

世
論
と
運
動
を
さ

ら
に
大
き
な
も
の

に
す
れ
ば
、
安
倍

政
権
の
強
行
を
ス

ト
ッ
プ
で
き
る
。

そ
う
信
じ
て
。

辺
野
古
新
基
地
ノ
ー
の
声

〝
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
〞に

仲
里
沖
縄
県
保
険

医
協
会
会
長
の
話

326

ヘリパッドヘリパッド

ヘリパッドヘリパッド

進入灯
（約420m）
進入灯

（約420m）

進入灯（約780m）進入灯（約780m）

滑走路滑走路

ここから200万立方メートルの
土砂を採取　　　　　　　　　
ここから200万立方メートルの
土砂を採取　　　　　　　　　

埋立土砂の採取区域埋立土砂の採取区域

辺野古弾薬庫辺野古弾薬庫

この作業ヤードは、ブロックの製作及
び仮置きをする目的で計画されてい
る。その面積は７ヘクタール（そのう
ち埋め立てるのが５ヘクタール）とな
り、松田の浜、前の浜、ハーリー会場
は工事により消滅することになる。　

この作業ヤードは、ブロックの製作及
び仮置きをする目的で計画されてい
る。その面積は７ヘクタール（そのう
ち埋め立てるのが５ヘクタール）とな
り、松田の浜、前の浜、ハーリー会場
は工事により消滅することになる。　

作業ヤード作業ヤード

航空機に弾薬を搭載したり降ろしたりす
る場所。代替施設には辺野古弾薬庫が隣
接しており、キャンプ・シュワブ訓練場
には廃弾処理施設がある。　　　　　　

航空機に弾薬を搭載したり降ろしたりす
る場所。代替施設には辺野古弾薬庫が隣
接しており、キャンプ・シュワブ訓練場
には廃弾処理施設がある。　　　　　　

弾薬搭載エリア（約16,000㎡）
※普天間飛行場にはない機能。
弾薬搭載エリア（約16,000㎡）
※普天間飛行場にはない機能。

①飛行場支援施設
②エンジンテストセル

③洗機場
④汚水処理浄化槽
⑤消火訓練施設

⑥格納庫（８棟程度）
⑦駐機場（約240,000㎡）

⑧給油エリア
⑨燃料施設

①飛行場支援施設
②エンジンテストセル

③洗機場
④汚水処理浄化槽
⑤消火訓練施設

⑥格納庫（８棟程度）
⑦駐機場（約240,000㎡）

⑧給油エリア
⑨燃料施設

普天間飛行場代替施設建設事業公有水面埋立願書（沖縄防衛局）参照普天間飛行場代替施設建設事業公有水面埋立願書（沖縄防衛局）参照

①①

③③

⑦⑦
⑥⑥

③③

③③

④④
⑤⑤

⑧⑧
①①

⑨⑨

②②

航空機用の燃料を運搬するタンカー（109m）が
接岸できる。
航空機用の燃料を運搬するタンカー（109m）が
接岸できる。

燃料桟橋 ※普天間飛行場にはない機能。燃料桟橋 ※普天間飛行場にはない機能。

全長約272mの護岸で、ヘリを運搬するよ
うな250m以上の大型船が接岸可能に。　
全長約272mの護岸で、ヘリを運搬するよ
うな250m以上の大型船が接岸可能に。　

護岸（係船機能付）
※普天間飛行場にはない機能。

護岸（係船機能付）
※普天間飛行場にはない機能。

長さ
：約
1,2
00m

長さ
：約
1,2
00m

長さ
：約
1,8
00m

長さ
：約
1,8
00m

北部訓練場

八重岳通信所

キャンプ・シュワブ

陸軍　　
貯油施設

普天間飛行場
キャンプ瑞慶覧

嘉手納飛行場

那覇港湾施設

牧港
補給地区

キャンプ桑江

津堅島訓練所

ホワイト・ビーチ地区
浮原島訓練所

キャンプ・コートニー

金武ブルー・ビーチ訓練場

金武レッド・ビーチ訓練場

辺野古新基地建設予定地

慶佐次通信所

陸軍貯油施設天願桟橋

キャンプ・マクトリアス
キャンプ・シールズ

泡瀬通信施設

キャンプ・ハンセン

嘉手納弾薬庫地区

トリイ通信施設

伊江島補助飛行場
奥間レスト・センター

辺野古新基地建設計画（名護市の資料から作成）

沖縄の基地の現状
　政府は、米軍普天間飛行場には
①垂直離着陸輸送機MV22オスプ
レイなどの運用②空中給油機の運
用③緊急時の外来機の受け入れ―
―の三つの機能があるとしてい
る。辺野古新基地は、「オスプレ
イ運用だけで、他の二つは本土に
移る。沖縄の負担軽減になる」と
強調している。
　しかし、新基地は、普天間飛行
場にはなかった新機能として、オ
スプレイの２～４機同時離発着が
可能になる。さらに、「弾薬搭載
エリア」を設置し、敵地侵略を目
的とする強襲揚陸艦が寄港できる
272㍍の埠頭を建設することにな
る。単なる「移設」どころか、米
海兵隊の最新鋭の出撃基地に変貌
する。
　空にはオスプレイ、陸には弾薬
庫、海には強襲揚陸艦という巨大
な基地が新たに出現することにな
る。「負担軽減」どころか、深刻
な負担になる計画になっている。

　安倍政権が新基地建設計画に固
執する背景には、アメリカの要求
があると指摘されている。アメリ
カは今、アフガン・イラクの「二つ
の戦争」による戦費拡大で大幅な
財政赤字に陥っており、国防費の
削減を余儀なくされている。
　「殴り込み」部隊と言われる米
海兵隊も部隊の再編を迫られてお
り、沖縄の海兵隊の一部をグアム
やハワイ、オーストラリアに配備
する計画を進めている。辺野古の
新基地は、海兵隊の再編計画の中
核になっており、アメリカが主導
する自衛隊と米軍の一体化や安全
保障関連法案と無縁ではない。

基
地
反
対
の
意
義
を
痛
感

沖
縄
新
基
地
建
設
を

沖
縄
新
基
地
建
設
を

め
ぐ
る
主
な
出
来
事

め
ぐ
る
主
な
出
来
事

新
聞
部
・
南
端
理
伸

安倍政権が固執する理由

負担軽減どころか負担増
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